
地震から命を守るために　～支援から見えた必要な備え～

　災害が発生した時、安否を確認できるよう、安否確認の方法や集合場所などを、事前に話し合っておきましょう。
　携帯電話で連絡がとれない場合は、次のサービスを利用しましょう。

　自宅が被災したときは、安全な場所に避難して生活を送ること
になります。
　家族状況に応じて、必要なものを非常時用リュックサックに詰
め、すぐに持ち出せるようにしておきましょう。

地
震
対
策
今
す
べ
き
こ
と

災害用伝言ダイヤル
　局番なしの「171」に電話をかけると伝言を録音
でき、自分の電話番号を知っている家族などが、伝
言を再生できます。

災害用伝言版
　携帯電話・PHS のインターネット接続機能で、被
災地の人が文字による伝言を登録。携帯電話・PHS
番号をもとに全国から伝言を確認できます。（詳しく
は、携帯電話各社に確認してください。）

家族同士の安否確認方法、決まっていますか？

大野城市総合防災マップ（２ページ）より抜粋●問い合わせ先　危機管理課消防・防災担当　☎（580)1899

「ハザードマップ」
「総合防災マップ」

災害用伝言ダイヤルの使い方

災害用伝言ダイヤル171　伝言内容（短く簡潔に）

ガイダンスが流れる

安否を伝えたい
（録音する） 1
自宅や携帯などの
電話番号を入力※

相手の
電話番号を入力※

安否を確認したい
（再生する） 2

171に電話する

※固定電話の場合は市外局番から

録音する
（30秒以内） 再生する

①名前
②現在地
③誰と一緒か
④安否
⑤次の伝言時刻

「○○○です」
「避難所の○○小学校にいます」
「○○と一緒に避難しています」
「全員無事です」
「次は○○時に伝言を残します」

「体験利用日」は無料体験できます。家族や親戚間で、どの電話番号を利用するか決めておきましょう。

体験利用期間
◇毎月１日、15日
◇正月三が日（１月１日～１月３日）

◇防災とボランティア週間（１月15日～１月21日）
◇防災週間（８月30日～９月５日）

※詳しくはNTTのほか、各キャリアホームページを確認してください。
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非常持出品の準備
安否情報の
〈確認〉

安否情報の
〈登録・確認〉

スマートフォンが、情報収集や連絡の重
要なアイテムとなります。「モバイルバッ
テリー」の常備が有効です。
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